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生絲を褐色乃至暗色化する一分岐菌に就て

古谷榮藏

坂口育三

Eizo FURUYA et Ikuzo SAKAGUCHI:-Sur une Espece d'Actinomyces 

Rendant la Soie Grege de Brune a Noire.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　雷

　昭和10fF11月敏授遠藤撮太郎氏より岡谷11∫∫岬i“高木製懸場1捲川に係る駒〔刎ヒせるノ1懸の初冬イく

を贈られ之が研究を試みたり

元糊撚の褐嶽鮒鱗々・關して購粥蝦…搬（r・Ve・tig・llti。1・・f　th，　R、｛sty・1？｝，。w、，

Disc・1…ti…fSilk　Fibre・c・…cl・by　t’he　Mi…。・9・n・i・ins、　Th・B．11・ti。。f．th。　Uy，d。

Silk　T・chnica1　C・11・g・V。L　I　N。・2，1926汲ぴぎ；鞭欄　，翻ゴ八棚∫一・・、こ二號）により瑚

なるが如くJUの原困微生物の冠眺によるとと多し

鱗は舗櫻醐畷生しtcる・1懸嘲靴も亦御1｛物に1瞭すべ漣想ひ御i菌の分離

輸破の勧なる原剛1瑠むぺき一分曝1を獅1せり之れ蹴験の形態及醐三梛的
調髄行ひしtc・eはA・ti・Q・・y・e・（Strept：。亡h・i・）・hr・m・9・na　G・・p・，i。iに勲醐肌少く

と醸の齢髄嫌るぺし瑠めたり以圏ド欄の形me，（三ユ……蜘囎㈱こ及1財：二勲・憾即耐き

籠蓮すべし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　　　　　　　　　　　　　1・菌　の　分離

　萌記噌色生綜を細断し之をペトリ皿内に圃化せしめ陀るブイurン塞天培餐基及びセリシン寒

天培醜（本培養基は繭蹴水と共にa・t・c1・v・FFtにて120・・にて30分1膿肌て得焔約

1％’tr　i）シ麟液に耶％の獣勧11へて調製し焔もの）」鮒務砦せしめ幻轍料蜥を

殺鰍と共に囎して得たる液をJIIひ鵬己増継を以て刷・培養を行ひ27・・に衛護し渇｝こ

何れも多撒の辮を聾睡り此等の聚湘蹴き肉　腿び低度纈1｝鱗を以て槻察し異種瑠む

べきものより釣菌し稀粥璃1・法を繰返し純縦なしこれ初k父は榊紘るブd…ンにて漁し且

殺菌しだる繭謄及4｛綜に移植し礎色の有無を検せり　此の結巣茎1三綜及繭層を著しく暗褐色3ぐは

精褐瞬色となす一菌撹を槍出せり之を假にB菌と命名す

　伺本實鹸中他に1種聖懸等を少しく帯晴色となすものありしも　桝三試験を繰返したる結果

共の性なきを認めたれば之を放棄せり

1工B菌の性駅

　　　　　　　　　　　　　　　　1．形　　　態

本菌麟粉岐肱る1鰍よ賊蝋綱）llll酬くは畷なり～1三謄冬茂する場含には始

灘はb癬鰍に蹴レご鮪し雄の椥撒を成す（第調）之れ固態鷹餐糊・に於て（．、1、元
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より液輻養劃1に於て聾搭紺るときにも卿とす從てま漁夜襯すこと触．　。

菌襯直榊なら叔器なるs蜘1・をなさす鋤レ・偉職肋蹴勺クト｛こ卿ば

菌縣は断裂して片々の漣鋤を形成す（猿ヨ圖）
B。uiil。。，，。p・。。。，k叉・よ鰍灘」醐・｝・1…噛　繍制1占り・獄紗1　i「ll，1り1｝1脚Ml

雛け匠鰍｝蘇上1・輔せ鞠網・りてkt・湘～鋤犠1・し燃鮒蔽1「1「蜘
鵬自1、。eri。i　hy，h・eを1中1～kし細El　こ撚す（f鋤・D灘淵’綿・・於て棚夜111・に鱒

したるものは汐、1絶。，ri。1　hypha・を～1三一1略・e・1・11・yph・eは州を’1｛ω梱・・」翻撒

有す而して。eri。1　hyph・。は一種酬隙し畷・1細一2111・して…idi・紛5婆し嬬

（第五圃♪

c。。idi。は欄形・、，なし鹸淑・樋粕ケ・踏易に勲共嫉計翼一撫け小tf’　｝1’

は0．5μ。・御大なるは・．晦・・飾なりりゆ製・趨゜・に於て2癩量i鵬レdl肺1

に於て始む　若芽は直魯ll的ならすspir田にしてやがで分岐す

　本菌はGram陽Ilt－liなり
本齢f。，h，il，，　methyl，醐・・，　ge・ti・1・・vi・1。t雛よウでf5粥　鰍騒然れおも

可充酸性なし

　　　　　　　　　　　　　　　　2．増　　　養

　　　　　　　　　　　（a）　熊天煽ア陽｝｝養五乏葡葡糖塞天扁1’i鑑増．1’

　襲天編71増養（32°a）磯育」；〈　ナ・｛1嚢20時Bli　tcて：、凝面colonies　l　1共の直維『1～2mlnに1窯す

。。1。。y〃灘靱にして1顧｝d瀦し1，・i斜llll陛なし・i・畑1融りpul・ilil・t・7i　1）〔鰍瀦｝

仏～汚次色を鑑し　砺準滑にして光澤8β）り　共の質堅靱にし’a‘：破ll粗難し　藷，～郭c《’｝1｛）r’iy客：搬

鏡するに始源部より周イ・B｛に劉るに從て順次lll燃織醐1織tli・！罵庶、購1ltruC：tLB’（｝ななL　魯鍛

亀は越曲分岐す（節ブ嶺iD　魏波豪落も亦岡楼1iiamOnt芝しuscなり　く：‘）lonyの1・lll帯に於け穏藻質

は噌禍色に蒲色せらる　培餐少しく進めぱ光滞靴央ぴ糊ll讃に鱒ナ　糟養期1なれば（鵠｝1‘｝11y

はイ墨2mm隅となり既に・・1。・y　TllHtに次隠の織配韻物自11ち・聡・i・111y伽滅ご密小す

撒聚落は共の底部に｛・麗するもの比較的・」・さく踊榔に存する1マ礁2～；lmm糖」骸聚

落は圓形にして何れも～輩次色を鼎し揚色素を出す　然れどもfミ渕」1客の場膏より1凝し　舞嚢3

日に亘れば表面colonyは少しく火きくなり揮3～4niniに癒し　　養ll、iに密座す為　t！ez’icl

hyph。，のために次白色～始となる纈は轡瞬融溜び融る聚藩の二描は以｛蟹霞

肥大せす　増養は署しく所謂ガビ奥を臓す（第七圖）

　増養進めぱ薗苔面の次白色繊毛は竣耗し汚次色叉暑よ湾黄色とな1＞　藩質は愈々魚濃く帯褐婚

色となる

　葡萄糖塞天扇挙培i蓬（32°C）褒育1良く　培養20時間にして餐～1～2mm爾鰹圓形pulvinateの

1聚落を坐す　豪落は堅靱にして暴質に膠茄L拷次色を。蓬レト瀞光澤あり　繁落の綱圃に於け為

基質は褐憂す　鯉浪聚落は薪通寒天鵬挙ま弼聲の場合と同様なり　増養ψしく叢めば光澤を報ひ

粒状質に愛す　増養2日に到れば挫2mm内外に蓮し溌面に次山色のAc・rinl　hyi山τ糠　を組挙

るものと中央部に噌褐色著害を幾し周帯に　aeri，al　hyphao　を生すると轟り　増養1胡焦めぽ鯉落

の塞本休はpurplish　colorを呈す

　　　　　　　　　　　　　　　（b）　趣ミ「ノぐ勢範｛司」i貯il警（32◎（1）

　表面叢育は類圓形を：普通とするも3く不規則形をなす場合もあり　増養111内外1．：．して葎1～2

mm　となる　菌苔は少しく隆起す　初め淡黄褐色にして画粗なるも：光澤あり　　然れど｛f“”cr・

菌苔面乾燥し光澤鴻失し色相濃くなり曙褐色となり而hに多数の灘靴を形班しJI彗謂warty　左

なる　堀『薩2日内外に亘れば衷醐にカ「三1色短織毛を密生す　此の繊葛は後黄鵬e燃卜帯ぶ為に棄
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り桧々に襲耗す

　刺溝獲育は液態培養を脳乏徽し之を種源として接植しだる場合には燃々糸11節歌稜育をなすも多

撒のcOnidiaを白金線にllム∫蒲せ・しめて接植したる揚倉には太き線1伏に磯育す　何れも色は

creamicなり　培養2日口頃より刺溝に直∫f』的に粗毛束欣をなして磯焼す　刺溝獲育は表価1獲

育の如く色相を愛ぜ’歩老蛎ま智こ於ても依然としてcreamicなり

　基質は爽両捜育を認むると同時に共の附近llll：褐色となる　この茄色は順時濃1蓄蔓なり且つ廣

がり叉底部に進行す　仙し噛1瞳溝獲育よりはこの色素を組するととなし

　禰萄糖寒天穿刺擶純行．bL・にgasの測三を見す共他1震育Jl／t況前謝樋塞天の」班｝鋼様な
り

　　（c）寒天斜鵬謎澱紛寒天斜1廟犠セリシン寒天療1耐麟フイブr・　dン寒溜・｝

　　　　m培ヨ’蕎

　寒天斜圃増養（32°G）動冬殖良⇔｝｝養111にして漁｝覧浬次色圓，1：須動客鮎々とし一d獅σ1線附近に

磯生す　聚落は維lmm内外にして隆起性なb　質はlll苓靱にして基質に膠蔚し拳胸ll乙し難し

y，g質は聚落附近に於て1聯舳櫨す凝水！’よ海徹膜なく次自色禦胞）沈液・職をノ｛三す2n

日には菌苔少しく糟大し各猫17：せし圓形聚ゴ客蕉に憩結するに冤るものあり　汚次色～汚福色』

なり豪n刷lli粒質となり　光澤泊火す　凝水は少しく粥矯色となるも濁らす　沈渣少しく糟すも

面多しと鍛ふぺから一］；．

　棊質は禍嚇色となり共の色素・順次基質ゼ入」に泌遊臓散す。

　31111－［には菌苔隆起轡llに既に次白色の短繊毛（aerial　hyphae）を密塗す1i綴噂a釧ia〔hyphae

は増頒し菌苔の～径碕を被ふ（弟八㈹）凝水及基質は愈々褐噌色濃原となる　典他は鍵化殆なく

菌苔あまり廣がらナ　後1～21LIを纏過すればaerial　hyphaeは澱次色となり菌“撃の中帯部は

帯費Fl脅次色に痩じ繊堀質淘失す　老士｝｝養にありてはaerial　hyphaeは爽乖5溝失し1暴1苔3ド滑贋

褐色となり光澤を症歩　凝水ヒには才看次〔似）皮膜をノ1三すり、寒質の色率印・よ一暦濃｝1翼となる

　澱粉寒天斜両屠養（320C）磯育良く屠養1～21司llljは『1鯖己普通の寒天斜酊増養と岡1蓑の罐育を

なすも　aer量al　hyphaeの獲生寧ろ∫ILく培養21・1にして既に菌苔の：i卸酊を被譜、に蚕る

　3Fl　Fl頃より普鵬賦培養棊の場f｝と異りaerial　hyphaeはジゆ纏忌質を失ひ　暗次色砂

粒歌物に慶じ　共の間光灘彊き白色1鋤伏物撒在し恰も銀砂を撒けるが如き槻を贔す　然れども

絢岡漫は由色繊毛によりて縁取らる

培養5旺傾に冤れば郎li：糊1紺次色となり白色銀砂；囲1轍物油失す典の後老堀劉疏る

も愛化なし。

　凝次、悲質の鍵色等普1通寒’天培養の場合と同様なリ

　セリシン寒天斜面培養（320c）獲育は普通塞天培養暴の場合1こ租劣り培養1illにては僅にそ

の獲育を認むる程慶なり　培養2日に到れば擾種線に滑ぴて貼々裡1mm内外の娠落を症す

聚落はpu工vinateにして淡褐色を呈し醐麹髄にして少しく光澤あり　次で菌苔は汚飴色となり

光澤を失ひ1噸粒ヲリことなる

　3口目頃より菌苔1晦hに次1些1色の短繊毛を密組す（aeria正hyphae）暴質及凝水の1伏況は普通

寒天培養基の場含と岡様なるも曙褐色の色訓やエ薄し

　珊養5～6日に到ればaerial　hyphaeはtiti’、、・・：一耗し菌苔1暦次色となり凝水間1．：に汚次色の厚き皮

膜を生す

　尚繰綜湯寒天増養基に壬妾種するにセリシン塞天と略同様の獲育をなす

　但し一L・リシン塞ヲミ培整2湛の調製〃くの如し

　本培養基はma’　rtifL　2　auloclnve　ll41こて水と共に慮環して得たる　昌ericin溶液（｝5嬬rlcinの釣1％を含有す）に

　0．5％食駆及1．5％塞天を加へて調製したるものなり
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　フィプロイン寒天斜両増養（32°C）本培至雛籔こ増餐するに24時mjにして接種線に沿ひて揮

1mm内クトの圓形聚落鮎々として狸kす若し多敷のconicliaを接種すれば細帯lil議育をな

す菌苔は透次色蝋様にして準滑光澤あり基質ll遺に褐紫色の色索を磯散す

　凝水は濁らす表面部に於て褐紫色を雌し淡黄亀興欣の～虎渣ノ屑ll：を生歩

　2日国菌苔面頼鰯氏となり光澤を央ひ褐黄色となる基質部の蒲色は詐赫色となる糟養311

旧頃に釜ればaerial　hyphaeを生じ」：L基質；部は1暦色をイ嘗ぶ

　本膿基の1磯鞭腱ぺんiこ榊睡翻1｛獅9に濃1撒30・c酬ぎ継11すぜ・ば鰯蹴直1礁1桝
　之を使川せし蜷酸の當li毒より少しく過刺のマ岬1漕遠中α諺骸350cのに壬聯’i兆つつ僚々戯liげば少しく乳

1！1濁醗する糊腋をtlS・之を1螺の鰍なるまで遜雛水を力ilへて500cc臆し幾を・d　v’t」イ・ゾ

　ルとなす次・ざドの滋方に從て培養基粒調製す

i塞　　　　　　　　天　　　　　　　　ユ5・O茄

燐　酸　　：二　加　　黒　　　　　　　　　1・O瓦

硫　　酸　　苦　　土　　　　　　　　　o・5瓦

鯉　　化　　溢　　茨　　　　　　　　　O・5瓦

食　　　　　　　　　 塩　　　　　　　　　　o。5瓦

塩　　化　　錦　　二二　戯覧　　　　　　　　微　：！il：

グ　　リ　　・1：　　リ　　ン　　　　　　　　　　L，O．し｝cc

フイブロインゾル　　　　　 1000．Oea

　　　　　　　　　　　　　　（d）膠棉塗ド増寮（200の

　増蕗24［1寺聞にして樫に磯育を詔むること細昏　2日「1には充分掘察し得獅1渡に搬育し　聚

落の大なるは裡1mm内外に遮し滴状をなし　購質を陥洩せしめ　弾の尉燈を褐墜ず　聚落ゾ）

色相も亦淡褐色をなす　聚落面は準滑にしで少しく光澤あるも漁性なし

　内部聚落は小形鮎li朕1こて2焚色を購し褐色素を出盛す

　槍鏡するに表面聚落は繊綱なる縮遜岳様講造をなし中心都濃く外周部薄く繊礁1沈多少ノ’二に纒総

するも概して中心より外方に向て捜育し放射駒にして箭出寒天扁帯培メ糾蜂1二に～k歩る漿辮鳶ジ辱

の構造同様にして賦別する所なく内部聚落も亦構造filamentOusにして表mのものゐ匝別ψ

し

　培養3日目頃より表圃楽落の醐hl竃次由色のaerial　hyphaeを轡塗す　共他鍵化を慧歩

4日口頃より塞質液化す　聚落は液碕E：に評｛懸力して存し陥液せ歩

　増養4－5口に亘るも聚落はあまり披大せす律2mmに1裳するもの少し　要するに此7）増嚢に

於ける聚落は小形なり

　　　　　　　　　　　　　　　　（e）膠鐘刺増蕗

　増養1日にして僅に獲育を認め2rlなれば刺溝郡に淡蓼’～次色黙な結節欺に號育し　刺Bに於

ては！頗粒質汚次色の磯育をなし膠質術に凹i鶴を形成し共¢）附近を褐謎せしむるも未だ暴質を液

化するに到らす

　増養3日に亘れば刺溝部に於ける結節1匪獲育は・蓮絡1【尺を鍛し　各結節よOは長お1nlslLl内外

の繊毛束瓶をなして護生す　表両獲育は隆起性にしで類糠欺をなしli｝il：褐色凝県し駅1’1色の

aerial　hyphaeを密生す

　増養4日艮1頃より刺口部の基質は小111LJIJこに液化し始む　後液化は絵々に嬢がり管観liに濾す

培養の始より此の1伏態に蓮する1こは約2週間を要す　叉液化はそ；i－　aeにll朝尺となる

　液化部は深1晴禍色を呈し曙褐色素は未液化音Bに滲逓嬢散す
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　　　培餐慢きに鉱るも刺溝部｛・よ増餐3日頃の瓶況と毒1さなる所少く1夜化現錬を墨せす叉色素を川さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（f）馬鈴聴堰養（32°（】）

　　　繁殖良く糟養20時lll】にして既に接種線に澹ひてや工高まりて褒育す面準1骨淡黄色を品し光澤

　　　あり　次で撒口芋間にして而頻粒状となり光1寧1失せ淡褐色～淡屠色となる　暴質は菌苔附近に於

　　　て少しく帯褐疇色となる

　　　　2口国に二は大に高まりt［j3mm　内外1こ及び菌苔n！1ぱaerial　hyphaeを留‘kし次ll，1　i色を品し

　　大なる鍛饗1伏甑副をなす　周遷は不規則的波状に川人す　基質は褐嚇色～喉色を輩す

　　　培養4～5日畷よりi長拍1に於けるaeriai　hyphaeはi爽糀し始め汚白色となり　次でlf｝｝次色と

　　　なり　絡にll晋雑｝色となる（第九醐）

　　　菌苔は蹟がりて獲育するe．となく焚育の極度に到るもll：　S）～‘lmmに過ぎ歩して限定的な

　　　り　充分叢育したる増餐は激しきカビ臭を濃す

　　　　　　　　　　　　　　　　（g）」卜乳培養　リトマス筑溝増養

　　　脱脂牛乳倍養（・92°C）増養1～211にして牛乳は粘稠となり紳獣物を浄遊せしめ凝囲の現蒙を

　　　豊す次で上暦部よりペプトン化を始め逃朋となる全内界をペプトン化し傘透液赴なすには

　　増養10「1内夕トを要す典の閥液は瞬禍色に愛す　叉此の闇液葡垂こ粘靱にして破れ難き黄次色菌

　　苔を生じ液ヒ管鑓には了昆黛禍色の輪ヨ漿菌苔を撒す

　　　　リトマス孚L溝増養（3L）°C）　リトマスを腱色す　3く増餐3～4rlに鷲りしものにつき試験するに

　　　液はアルカリー・性反憾を釜す

　　　　　　　　　　（h）ブイヨン増餐　葡萄糖ブイ豫ン増養　ペプトン水増養

　　　　ブイurン増養（32°C）　珊養11珊こして管底に小中心黙より磯川する繊屯質より放る綿塊様次

’　　白色沈澱を生す　共の後そ余々に液は曙禍色となるも澗濁を最することなし　仙し少しく沈液を

　　　触す　次で（増餐3日以1：）1衡酊に汚次色～帯褐次色の罪薄なる菌苔を浄べ液闘管壁に輪環を

　　　維歩後膜は厘くJhl靱性のものとなる

　　　液中の管壁には黙々として禦状搬育附茄して雄することあり　絡に液はll到濁せす　然れども

　　　1噌褐色愈々濃く殆ど邊硯し得ざるに至る

　　　葡萄糖ブイesン増養亦上記ブイヨン増嚢と殆ど同姦嚢にして瓢別し難し

　　　　ペプトン水増餐亦1司様なり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．生　　　　理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）アンモニアの生成

　　　Bouillon，　peptone水等の増養｝C於てEtmmolliaを磯生す　仙し多からナ　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）｛三寵イヒフ♪（索¢）三藍三rde

　　　　BoulUon及thiosulphate加用peptone水に士｝亨養して試瞼するに絡に硫化水素の捜生を見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（c）インドールの生成

　　　　Bou｛110n増養及tryptophaneゾJII月j　peptolle水．増養1に於て絡にindo1を生成せつ㌔

　　　　　　　　　　　　（d）硝酸り1・・VXメチルオレンヂ等の還元

　　　　0．1％構酸加凱加JI」peptone水に32°Cに於て10｝：1聞培養したるものに就き沃度亜鉛澱叡｝

　　　法及びmeta　phenyleu　diainine法を以て試験するに　でli∫れも結果陽性にして可∬戊弼く硝酸を

　　　還元することを示す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、

　　　　叉本菌はmethylen　blue，　lithmus等を脆色する性あり　但本試験にはbouillon，　peptoIle承，

　　　牛乳等を以てしては試験菌のために液ll｝詐褐色となり添加色素の鍵色明ならざる憾あれぱAyers
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氏液態培養暴を以てせり　（Ayers氏ま｝｝養基の腱方臣よ第IV項に撫り但し」：a．）場合に｝」：寒天を除

く）

　　　　　　　　　　　　　　（e）炭ノ」く化4勿よりのtritk°の1，1£hk一

　葡萄i聴力ll月1ブイ目ン　llll糖Jm　J　IJブイヨン孚L糖力IIJIJブイ＝」ン僧ξ｝こ接lllll〔し11俊のオ1ジ，父のイ∫無㌃‘1・℃

験するにfl1∫れの珊養に於ても絡に酸の生威を児す

　　　　　　　　　　　　　　　　（f）酵素の鷹騰

　次の敷多の酵素の存否につき定性試験を行ひたるに次の結果を得たり　但（一一）はイでせ魂（十）

は存在を示す

　　　　　　　Diastase　　十　　　　　Urease　　　十

　　　　　　　Invertasa　　　・一一一一　　　　　　〇xidase　　　　・一一・・

　　　　　　　Cellu1ase　　　　－一一一　　　　　　　　1）eiroxidase　　－

　　　　　　　Lipase　　　　－　　　　　　Katalase　　　十

　　　　　　　Protease　　　十

　Tyrosinasoに就ては第IV項に於て遠ぶべし

　　　　　　　　　　　　　　　　（9）酸素のイ∫無と磯育

　本菌2ま無酸素朕態に於てはi獲育することなく’1御C酸嚢を嬰して磯育繁殖す

　　　　　　　　　　　　　　　　（h）反慮1と礫i育との【6最1係

　次狡に示すが如き反慰を異にせるブイpaン培養基を調製し之に試瞼菌を接植1．．32℃の嶺濃

器中に保漫し口々共の繁鱒電及液の禍鎚欣況を調査したるに次爽の域績を得たり

　仙し　（一）・…一山1全く繁殖せざるもの

　　　（十）………少しく繁殖して少漱の禦状物を磁じ流少しく禍蜷す

　　　（朴プ……・巾轍の紫｝1犬物を生じ液褐攣す

　　　（柵〉…・・…充分繁殖し液暗禍色を赫す

3ζ舟反原度はτ15性ブイヨン1000Gcに蜀し加へたる一規雄塩酸又は一噛規定苛燃曹鑑のeし微なり

反晦凌＼認攣日数　1
　　　　　P正1　　　　　　、』㌧・・h－．＿．

’陛凌艇1…　400

同　　300

同　　200

同　　15e

同　　ユoo

同　　　50

中　　性

2．85

3．13

3，39

4，31

5．15

5，97

6．80

十

・1十

2

十

一1・v

欝

3

賛

十卜

H十

反　膿　慶

アルカリー
　　　50
同　　10e

liiJ　　1　r）o

同　　2．）o

同　　　3t》o

同　　　4（lo

㌧鎖培襲ll蟹じ醒’…．　　i
　、＼　　1　1　　2　i　：1
産’猛、、＿鳶・」　　．　　i

7，・7itih｝目llk

7．70

1　　　お．41

＋卜i帯｝帯

＋｛什1赫
　　i　　　　；
　　i　　　　｛

＋1㌔　甘
　　1　　　　｝
w『 @1　’…　｛　千
　　［　　　i
－　i　－　｛　一
　　｛　；
　　　　　　　　　

　　l　　i

　1：の域績によりて見るに中ll生（PII－6．80）よリアルカリ10°（PH－7．7（》）に戴る1田に於てよ

く繁殖し就rlげルカリ5°の場合に殻もよく繁殖する様思はる

　　　　　　　　　　　　　　　（i）温慶と濃育との關撮

試瞼菌を寒天斜爾増養4蔭に接植し次…凝に示すが勿1く夫々一定温度に保il蕉｛し毎il共の搬育の欺

況を槍したるに成績次の如し

　　位し　（r・・一）………畿育を認めず　　　　　　　　 （こヒ）…・…・・畿育葺創｝lj

　　　　　（十）………裟育朔なるも少し
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（十卜）　…黙々聚落を巫じ共の裡1mm内外となり凝水中少薫の鼻獣沈渣を生す

（冊）……充分に獲育す

培1箆日数

適坦拠！窪．＿＿．

sa〔〕

10　”

12　t「

15　”

17　”

22　”t

27　11

32　”

37　”

4’：tt

45　”

47　”

50　”

1一

十

骨

・卜卜

骨

十，

2

十

什

帯

柵

十

3　　　　4　　　　　5

　　r

十

十

柵

十什

十什

柵

十

十

十

十

朴

十

6

十

十十

斗卜

7

十

十

十

s

±

lo

十

　右の捜育の状況より見るに32℃に於て最良の捜アゴをなしそれに遠ざかるに從ひ叢育不良と

なるを見る　從つてoptimum　temP．は32°C附近にあるが如し　42°Cに於ては初め少しく

磯育するも共の後塘殖の跡を見す　45°C以1：tcては全く磯育せナ叉低温に於ては’汚㌘型の麺り　　・・

典の捜育逓々たるも術獲育す

　　　　　　　　　　　　　　　（j）胞子の耐熟量14三

　胞子を少量の・殺菌水1・1・1（約0．5cc）に浄遊せしめ之を一・定時聞60°C　l定ll詮1度の水中に保温し次

で中憾ゾイヨン中に接植し32°C定温器中に保護し慢育の有無を櫨しだるに共の結果次の如

し

　60。Cにて30分1田庭理し疫るものは面イヒ存しブイヨン中にて焚芽磯育し海るも35分階1庭理し

たる場含は己に破壌死滅して絡に磯i芽するものなきに策れり　術夫以．ヒ長く，60°Cにて腱製し

海るものは全部死滅せり

　これによbて見れば本菌の胞子の灘熱に塁」する抵抗は60℃35分以内なり

　乾熟に鮒しては共の抵抗遊だ張く100°Cに方昏て7時聞嘘理するも術生存し　120りCにて庭瑚！

するも樹2．5時；Hj之に耐へ2時｝lll45分にて初めて死滅せり

XX9．種の同定
　本13菌は分岐性薗糸より威り固ii：多培養基上の獲育は1駈起’1｛1三にして基質に粘蔚して離鳶L難く表

n「li乾性にして韮H穐なり　而して焚育少し進めば寮1氣中に遊｝llする菌糸（aerial　hyphia）を生じ

て一見徽の如き外槻を県するに至る　叉内生胞子は之を形域せざるも菌糸の分裂によりて

conidia　を生す　以ヒによりて兇ればActinomyces（Sti’eL）tothrix）に厩す　而して共の性JIJこ

によ妙て槍索するに就中Actinomyces（Streptothrix）chremogena　Gaspsriniに・，iC，だ酷似す

今主なる特徴を封比すぺし
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形　　　　　態

GrIm1　染　色

膠　　編　　・・ls・

膠　　i挙　　刺

Actit】0111yce8　Chr（｝mogen乙、　G日潟perini

　分岐性穂糸より成U荊糸は鷹々明に陥i膜を蹴じて
　長短各種の部分に分裂ナaerkz！hyphtteレir分裂し
1てc°CC°cid　c（）nidi：　lc分麹

陽　性

圓形にしで少しく隆起し帯褐色を暴す　但中り醐1
は乾慨三の白占珪月犬タト￥娩を｛姦し・Pカ‘てaonceritricとな

る

緊落の附近は暗禍となり徐々に膠質な溶解しJL：の
液田1に灰白色の萄苔を幾ナ
検鏡するに欝総せる繊唱より成り45心部は濃くし
て不透明なるも周遜淵～は薄くして織冊質なり

刺淋部に於ては培饗2りある時期に於て短繊噸衷ll犬
をなして畿川す
表齎搬青は膠筍甲の表而1聚落に獺し除々に膿質を
表面より下方に溶解す

塞　天磐　刺　　深部に於て粗謹｛紬搬出す　羅爾嚢育は瞼起性1こし
　　　　　　　　て初め幣黄色灘性光澤あり後乾憐となりifiiは疵状
　　　　　　　　　となる
　　　　　　　　慕質は濃禍色粒赫す

窪天斜　面

ブ　イ　ヨ　ン

鞭禍色にしてll宣に廣がりて獲育ナ、次で炭白色と
なる

初めd。licatcの膜を生じ　後臨の膜は破れ難き張
堆双性のものとなる

Il　　　　　鵠

同様
但し胞挙のMs状【｝Vt，｝idなり

団　搬

聚藩はユ川）c｛’r亘山’icとなろこと

なきも　共他略同搬なり

同　様

略同搬

葡　　鞠　　糖
ブ　イ　ヨ　ン

牛　　　　　乳

馬　　鈴　　薯

獲　育　温　度

’酸雍に封する關係

同　搬

llif様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
笹底に止ずる壷育は巾心より放射性塊をなし　液　1同　搬

鞭す　　　　　‘　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

表慣1搬育は張靱にして黄禍色を無す　液はペプト
ン化さ才しアルカリ世kを垂1さす

初め帯黄色次で黄樹色となり後炭白色となる
培養基質は濃褐色又は無色を赫す
培養は激しき微臭を搬散す

1蜘。て良働蝿、鵬。、17・C。l
l

好氣性

表碕搬育ゆ色番1隣炭色t，：　Ftic”h

其他圃様なり

初凝炎黄磁光澤あり　次噺凌
禍色又は淡暗色となり　後
｛鳥erial　Ityl」hae潔巨こじ破白色と

なる　共他同様なり

220CにてもM戌よくi薙轡ず
しかし遡1舐は3四G附瀧なり

同　様

以．1：に封比したるが如く王i菌剛包子の形ll膿叡茄渡菌苔酬牌に於てActinomyces　chro－

mogena　Gasperiniのそれ等に少しく相異するも共他三i…嬰黙に於て殆一致す

IV．褐色及至曙色素の生因

etこ第1噸に於て趣たる瀕1く環iをブi・・mン特Lセリシン・げ剛ン雌鵬
等に培養すればfl軌も共り増養基質最初禍叉剛｝辛概色醗し後ω膿くなりll絶化鱒膨せり
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これtyro3inaseによりてtyron。ineのmelanine化する場合の常型に一致1し．は叉此響培養

悲ぱtyrosine　3くはtyrosine化合物の存在の推定せらるる物質を榮養源とし海るものなれば

右培養に於ける褐色～il群渇色～il｝絶素喫1三成はB菌のTyrosinaseのど1蕪に基くぺき疑あり

然るにty…in・叉はty…i・e化創勿姶叡ざ翻｝魏臨養するに下纏量験例のlllく褐

色～1暦褐色等の是色反慮を示すことなし　帥ち

　　1．Ayers凪塞天・・…・菌苔yellowish　pink　colQrとなり僅に基質を同色に染む

　　2・Ushinski氏塞天・・llli苔pink又はpurPlish　colorとなるも暴質を鰹色せ・しむるこ

となし

　　3．Conn氏塞天……菌“￥pink　3くはpurp正ish　colorとなり僅に基質をli遡色に染む

　　4．Mc　Beth氏寒天・・…菌苔黄色を爵議するも基質を染むることなし

　　5．Wa1〈sman氏寒天…・・菌苔次色を皐するのみなり

　但し之等の培獲基の胤成次の如し

　Ayers民寒天

蝶　　　　天　　　　　　　　　　15．09

燐酸アン嬉昌ア　　　　　　　　　コ．09

塩化加！11　　　　　　　　　0．29
硫酸驚土　　　　　　　　　　0．‘jg
佃　萄　糖　　　　　　　　　10．Og

反照（背性ソーダにてq痢1す）　　　　　　置ll性

colm氏塞天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

媒　　　　天　　　　　　　　　15．09

ク＋リ・leリン　　　　　　　　10．Occ

燐酸二加推　　　　　　　　　　1，09

アスパラギン酸蟹淫　　　　　　　1・Og

水：1（，⑪Occ反　　　　慮　　　　　　　　　　　llI胞1…

U8hi【】臼ki氏嬢天

塞　　　　　　　　　ヲミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．Og

グリセリン　　　　　　30－40繕
燐酸：ニ　カn　烈隻　　　　　　　　　　　　　　　　　　黛一2．5暮

食　　　　騨　　　　　　　　　　　5　．　Otsr

乳酸アンモニア　　　　　　　　　　6－7．09

アスパラギン酸磯蕎玉　　　　　　　　3－4．09
難　　イ1ニ　　フ面　　力こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．lg

硫　酸　瞥　土　　　　　　　　　0．2－0．49

水　　　　　　　　　　　　　　　　1000cc

Mc．13。th或寒天

　　塞　　　　天　　　　　　　　　　】o．09

　可溶性澱粉　　　　　　　　10．09
　硫酸アンモ晶ア　　　　　　　　　　　　　　　2．09

　燐酸二伽雛　　　　　　　　　　　1．09

　硫酸苦土　　　　　　1．09
　食　　　　　塩　　　　　　　　　　　　1．0鍔

　淡　酸　石　茨　　　’　　　　　　　3．Og

　水　　道　　水　　　　　　　　　　　　1000cc
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　　㍉v’akStnatユ民恋天

　　　　燐酸ニカ1111　　　　　　　　　　　　　　1，09

選酸篇叫1　　概

　次に此等の合成増費孟陰にtyrosineを添加し之れに培養（：12nc）’♂剛ゐにWaks，　ri’｝；tn　j驚：塞友の

場合の外何れもナ藤1rlにして儲のノ・1雌z瑞狂鷲剛醐〔！以はlll欄触削’L）川に購　

褐乃至i膚色となす1欝にUsh量n’i’ki氏鵬天及Com1矯寒i沢の1温蹟r｝に色調濃くi暦r（5・賑賦はんよ1理｝

鯨£ろ£呉色を贔す

　Waksman氏塞ヲ《にtyro3i1聰を添加した？n場合に県ω父鷹詑示さ繋るはy駅二する；”は媛理，

tyrOS呈neの外に　ag、〕artic　acid　を1嚇力llして行へば購1』現駅懸購するに1燵る　然れ潔も他の

・mi・…id・例へばgly・。・・U，正・ucine’，　alatiLintli，　phL，uyl－alczt・i・。，・yiStill・贈∫阻y・。sitlf｝矧、りl」

するも褐～1暦色等の贔色現般を示すご、となし　之をh記aSpartic　acidを雛素源として用ひた

るCOun氏増養基及Uzshi，nski氏増養∫、1郵こtyr〔》sineを添加してよ1｝養しプごる場で｝に於・て’樗に色，淵

濃駿なること・継考ふると執よty・・tsit・。添加こよる］3菌の螺㈱～1轍も）・1｛’撫。騨

。1’tic　acid　によりて促進1とらるsが如し　然れ，ども果して如何なる理山によりて然嶺かに承知ご

は爾訥孫田なる柳究にF，3－・ざるべから・少

　次にCQエm氏塞天，　Usllinski塞天，　Mc　BSth態天に：1玉菌を捜1直し充分獲育翫待つ℃之ぜしに

thym。1勧llへ灘1防1喚rし次でty・。・h・・湘芝をカllへ儒［（：ls°｛．，1）しおくに211欄1畢トにい1：　ll

に【餅褐色となり　やがて1暦色1に移行す

以げ佃ン縛L・te　IJシン聯1麟鰍囎養に於ける早1擦と創嬬養樋∫壮なした嬢
癬繰とよ睨るに鵜1の褐働・「iミ1馳素姓する瞼く輔のty・。、il、。s，鱗性1礁くな
り

　　　　　　　　　　　V．B菌の接植による生綜繭の璽色

Pet「i’mLに一一：i…聯1三綜約21・碗を入糊磁・k砂丸て齢之を1・El　30分宛；3・lll　MjlO（y℃の灘

を以て殺菌し之1’C　B菌の・。・idi・を櫛Eし32℃に鰻したる1・1・IUeて鞭し次・紬

調脚と励2閑にきよ聯馳嘆じ伽嚇・llるに從つて馳卿欄篭i欄猷融
訪購なるチ゜シ・轍を添力llして…idi・を襯し焔も・・1・ありては一骸Cl、1・醗・，ミ

酌勿融磯翫禰札て同撫劇した醐網・蹴於ては馳現馳認むるこt，．IS．
し　叉他に盤綜　繭を以て實験するも亦同様の結果を示ぜり

X小概りの生綜に徽して（ilヒの場合には灘藤鮭行Vま縦て櫨欄も亦1七畷紺
ぺし）1鎌灘態にて32°cにで縦したる㍑亦i欄配崩舞確働艶にf・・1’i、〈を1↓馨，併

昨ら鼎する糊瞭陳よりて職繭くの如鰻殴楽せ謁こ疎旅筋ざるぺ
し

要するに1・述哩醐燃剃V項1・贈翻し焔B菌・塀必し焔ty．。、i。、，、蝋、∫ll

lefiv“fiすること珈なく髄の経路も澱・yr）・i…e‘・よるlnel…i・e～脚・鵬・・糖1縦

ふ
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　以；：本菌による！ヒ綜の愛色歌況より見るに本研究の試料となしだる盤綜は本菌の’漏ξ1£により

て初め褐色を県し時の経過｝こ從て絡に暗色化しだるものま考へらる

V工　B菌の絹綜に鋤する脆化作用

　本菌はprotease塩1密1性なるを以て絹綜に窃生せぱ之を分解｝b色化する虞あり　伽て之がため

次の實瞼を行へり

　鷹験1：　小形Erlenmeyer　flasksに｛顧自常のブイヨンを水道水を以て2倍董i二に稀灘したる

もの（ペプトン0．5％り一　li“ッヒ肉ユ；キス0．5％食塩0，2％）叉は製赫繰縣湯を20cc．宛入れ

術此等に夫々木練糸ll綜（市販縫縣にして150ヂ・・一ル内外）の小紹1総宛を入れ紬場燈を施しau・

tocぬve中にて1200C15分俄殺菌1．．冷ゴiPし封照用のものを除き夫々試験葡のブイヨン増嚢1白

金耳鐙宛を接植し32°Clこて7Iil聞保1護し　≡次で赤嚇糸総をJl又μ1し充分にオく洗しsteam　batl1

中にて乾燥し　…次に鎭内1こ懸吊しおき水漁を一定として獄伸凌を測建せり　強仲度測建には

Sc｝：oPPer’s　Testersを月1ひ20岡測定の牛均イll〔を基礎として放績を鱗〔川せリ　イTI．し供試紹綜の水

分準均8．1％測雄1貯の1嚢内泓1滋度21℃75身∫なり

培饗慕ll竃分

ブイ　ヨ　ン腿

繰　縣　湯　1曜

試　験　1・霞　分

需∫℃瞼1繁1接糖1蕨

鋼’　　照　　　1・lll

試瞼菌接i秘旺

渕「　　照　　　匿

強　力　91dv

1．74

4．02

L3些

3、84

＿一一＿＿．．．．．．，tt－，．．一．．．一％一一．．．．．．一＿＿．。，．＿塑7＿一．一＿＿＿．＿望・一：．

鋼・照減に鋼．する　　　　　　　．　鋤」虻｛圃に樹する

強力」け減　仙　　度　　仙1毘喰窮

．＿
T6．72　　　　　　5，ユ8　　　　　－Gs．G2

16．51、

一〇5．10　　　　　　　2．74　　　　　　－83．03

16，ユ5

　蜜験2：　一一接種用としてcOnidiaを用ひ翻叢川ブイヨンは常∫U濃度（ペプトン肉エキス

各々1％食盤0．5％）のものを用ひ培養期問を51r田Uとなし仙は饗f．瞼13：岡一庭雄llを施して試

験しTeるに…次の糸占：果を得たり

　仙し弧frll度測建に供せし綜の準均水分9．78％測矩時の髭の温漁度27）C　72％なり

培　養慮分

ブイヨン｝ITs

繰　綜　湯　1碩

試　瞼臓　分

試験鞘弓接棺照

封　　照　　磁

試駿菌接粧櫨

鋤辱　照　　臓

強力9／dr

3．11

3．83

L46

3．95

調1照11佐に劃する

強　力　癒　減
　　　　　％

一IS．SO

一63．04

紳　　　度

　　　　％

　　13。34

18，32

4．27

17．，56

測’擢乏1蕨に鋼圏する

紳　　慶　欝　哉

　　　　　％

一・�V．18

一76．73

　右二例の實瞼結果によりて兇れぱ本1茎1を些【三活舩態に於て5～71三1「眠32°C）絹綜に作∫ll・せ・しむ

れば之を激しく脆化するを知る　而して培養液の養分濃慶稀薄なるものに於て郭つて著しきが

如し　之れ養分稀薄なる場含には共の比較的濃厚の場合より斐．Stil菌増殖等の湘めに要するi養分

を絹綜の分解によりて求むる作用一屠弧き結果なるぺし

　次に繭層を中性モ1鹸を以て精練し之を本項實駒11‘｝同様に腱理して（培i養基は緯懸湯を用ふ）

乎もて之を試むるに容易に切断しll蔓だしく脆化せるを知る　術之を槍鏡するに赤illkQ維條線顯出

し或は所々にi脆裂を撚三じ：歪繭的に著しく損傷せるを見る　叉部分によりては激しく侵蝕ぜられ

繊維全く崩潰1りこを贔する所あり（第10圃）

　魔験3：　　實1瞼1と岡様の舌希灘せるブイヨγ0．2％ペプトン水及び繰縣湯を20cc．宛小
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形Erlenmeyer　flasksに入れ各3ケ宛を作り之を殺繭しc611idia翫接種し32“Cにて3il　l用

増養し（此の間充分なる繁殖をなす）芥1箇㌃30分間蒸を’1誰中にて伽熱し～協i群i凌コ殺減し酵嚢

を破壌し以て謝照麗月』に供せり　吹に火々t‘，1U（）1を加へ撮瀧し詞く練絹li細）小紹・ゲ宛密1人虚，

賂く綿栓を施し32°Cに於て時々振磁掲ト！’ドしつN711翻聡理し｛允費水lll；韓燥蝿伸麿1！ll～ヒ鄭實i喚

1と同一一に取扱ひ疫り　Trl∫本試験に於ては糸昌綜の慨失Illl：捌1卜1ヒ測シ1二疏り　共ヴ）結黒艮読1この如し

但し測定せられたる綜の2ド均水分8．75瑚lll院時の室の淑1みll麿は2gnC｛1・鱈∫㍑り　IX供試絹緑猷t

特に訓製し7eる諮綜（上撚530／m，下撚480！m．）にし，てその蝿力の鱒化係婁恥1．ド｛1駕仲庶プ’鱒｛［二係

敬7、02％なり

培蛮…ジ，9・11置分 1試騨分襯薦弧剥駕置臨霧・霧叢辮畷

　　　　　　　夢！気加熱麗　コ

ブイヨン賊　同　　　　2

　　　　　　　加熱鋤照II～｝1

（3フ゜ @ト　ン水16K

繰　縣　湯　1・曜

夢1夏力ll熱1畷　1

同　　　　　2

1．ILI

1．｛12

o，1（；　　　　　1；．菖（｝

2，24

z，71

力ll熱鋼・照｛，sg　　　　c）・21

Yli’／Jll熱i曜　1

同　　　　　2

3．｛鵬

詠・郎 @一鞭⑪｛　・…瑠｝，蝋Ω。
　　　　　　　　　3，4瀦　　　，磯L、ll》｝　　tl．嘩｝轟　　　，器、：ett

　　　　　　　　　　lL｛繕　l

　　l比88

翫06

：監．描

鶴．3鴨　1　　2，蹴

　　1

一購，緻一　　6．“o　1　・・翫雛：｝

　　　　　
Eo，？明　　繍e　　嗣，；tB

　　　　；
　　　　｛　1蟻・い邦

1加熱釧　構’　・・頑・1　翻　　一

踊レ…L’・・囲　　襯；　蝋‘：

　　　　・緬謄一　・識1　撫・醸

臓88i

　之によりて見れば本菌は胞接i／1ζ呂発休に諜ざるも酵素揮りに陶よく絹緯（fril｝z’oin）＆鐵1；穐す為鷲

力を胸することを伽る

総　　猶

　1，　閲谷市角吉高木製綜場ll於て白繭縣中に偶焚賭1．，鋤臆’【三縣に就議其の1壕1囚壷：撮究しイ∫h

隙囚と認むぺき一・分岐萬を分離せり

　2．　木薗は典の性歌に於てActiaomyces　chro！no鍔ena　G欝P登rl撤習細茜だ灘似し同一漁顕も、認

めらる

　3．本菌ば22°C乃釜約400Cまでの淵度に於て漁れろ91三覇～繭等の上によく・搬育し～itllにt／。，

て既に之を褐盤せしむ殉長く作用せしむればル懸等は曙億化するに補ミる

　4、本菌の作用によりて生ナる禍色ノ箔ミ曙色化｛よ木菌の蜘：｝iするtyro＄i織a勢めため1ζ転Yl“o・

sineがmelanine　に愛するに因る

　5・本爾が絹綜1：に繁殖すれば絹懸は：菩しく脆化せらる　浩し5～71劇作川す轟ば絹糞翻）蝦

力並に祠り麦は優に牛減するに…蕉る

　本菌によりて脆化せられたる絹綜は之を検鏡するに或｛鮪縛｝ii顯出し或は所趣1ζ醗裂書ξ生じ或

は激しく侵蝕ぜられて崩潰す

　6．尤來本菌は塞氣、水，土壌等廣く陶然界に存するものにして動もすれば鮒凝ilζ附着繋熾lt“

て之を愛色又は脆化する虞あり　滞し…壇附着し疫るものが撚氣と溜慶（2（｝N‘w’C）に羅練ゐN

ならば孚臼内外にして愛色現娘を融するに歴るべし　つく薗による鍵色脆化の簿i防法は翻磁を肇

く乾燥し常に乾燥欺態をこなしおくを最も簡便肛つイ∫数なるもの，とす一、li．木菌ン）｛；郵II諮繋塑により



第一號〕　一　　　・、　　　生綜を褐色乃舗i暗色化する一分岐菌に就で　　　　　　　　　　　　49

て攣色現象のあらはれたるものは之を60CCの漁熟にて35分間以上塵灘すれば溜芝菌することを

得　乾熟を用ゐて殺菌せんとするも高熟長磯間を要し月絹綜を損傷して不可なり

　　　本研究の材料は遠藤教授よゆ嘱予輿せられ且本研究を懲恕、せられたり　蝕に同氏の厚意に鮒

　　　し深く感謝す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於．〔澗鐡懸螂門醗校）

丈　　　献

涼藤保太郎一一1nvestigatl・n・f　il・e　Rtisty－1－］…v・1）il　c・1・m・i・n。f　Silk君ihe・s・caus・d　by漁，。．

　　　　　　　　、。・9mli・m・（Th・B・ll・ti・q「thg　1了y・d・Silk　T・c1111ic・1・・11・g・V・L、1．・N・・．2，1926．）

同　一氏1鰯緬献と典・・期（鰍繍総錦八巻錦＿．＝．貌）・11
佐々木秀一病肪ξli川菌直｝～
竹゜内　松　…欠　躍；　逝三國1姪痢琳馨鑓聾及：免疫毒襲

Uhester－－A　・M【1nual　‘．）t’1）eten’111hla［ive　：B三lcl．eri‘，logy．

：tlie・gey－M・U川zl・r．De［ermi1・ati・e．Bn’cte・三・1・gy

D・Ple・L・t　S；IC（．1・61・・言・一・1．lac（．6・M・，gie　V・1．　1。．l　i，

F・・d・・1d、V・・ks・1．）・1・一一丁・ah・…t…yN…1・・1。｛’（．1・net’al　M・・。1・i。1。gy響　　　　　　’

S（：レcie［1y　｛，f　A】ucricm】　1｝ε賦：lL・ri（｝1｛．［giStH＿亜Ia1筑1【U　｛｝f　lne【h‘⊃d呂　1br　：1’ure　（：起紅1Iure　Stしidy　Ωf：】｝ac1‘．u・三tz。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（響ξ韮iJL　昭Xtlllltl…7jl　31　11．1）

Sur une Espece d'Actinomyces Rendant 

la Soie Grege de Brune a Noire.

Eizo FURUYA et Ikuzo SAKAGUCHI

　　　　　　　　　　工｛ugu，31，；J’iiiUer　1936．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　コ．．　A⊃・とm七rogu　de　la　f　oio　gr6ge　te｛h七〇d．u　lloil’｛lui　eu七lieu　cl　tvns　dos　soies　1．，11．Uielies

臨繍臨騰認1．謙i、謙膿：°’招、、器、と蹴謙｛ll。驚，、1畿

espdce　clt　a°ti1叫ces　c．Ll’ I，鯉七゜1㈱七し｝i噸α111’「u－i・’・1七・e－・i－1・…i・・蜘・・

1雪・・c…’・ll・・L・’・b・1七・e・p・・1・・1e七・s　SL　eell・・d’…七u・・ユ・yce・・1・・°・m・9・・Rt　Gtし・ユ、1。・i・i，・1正…’e・中・－

b1（肌t　biell　les　unes　ltl’ec　lef　tLu．加es7　Nolls　i〈len七iiiolis　Ges（leux　ae七inon主y¢es　tt　1垂しユndlle

　　　｛el　1）ece・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　2・　Ce七　量しet・il，toullyuei　se　d6vo1し）PP（，　1・）iell　de　220G　SI　400G　cllしvi1・（．）IL　sllr　la　soie　9ユJOge　e七

1砧　coco1L　uエouill6s，　e七　血　bou七　｛］【o　（1ei／ni－－j｛一｝11rl　t60　ils　3011七　ぐ1（緬fし　七ei11七s　o1L　1｝1’IUI，　1，しveG　le　七eユ111）｝ヨ

voys　　1臣し　　七eh．L七e　　ユloire．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

t’3・’［［」・・』．七・f・七・・．6n・u・6・Cs…i－d・細・s・・b　tt・r・tしus・・1・1・・燃・ine・llli・・七c・ユ・1・。・6。

de　　七Yl’osiue　　1）tmr　1託cL｛on　　（le　　lとし　七Yl’c）si1，Ilt9，　e　　I｝L｛．Ll．lell〔」　1／tLc：七i．11c｝ユ≧．しyGes　　l）1’〔）dl．・1i七●

　　4L　　　l　i　¢e七　ac七il1（）1エLycos　　se　　d6、relol）1）e　　sul’　ltlし　　t（）ie，　ii　la・　re］1，｛1　ren’ii，i，rktLl．）leJueirt　fr壬㍉gilo；
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第十圖

　　　　　　　　　　　圖　版　設　明
第　一一一　i渦i　菌　　糸糸　　×176　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　六　瞳置　鐘ミヲミ垢註ZF培垂き表1逝聚落320C　　》ぐ40

第二圖　Actinomyces菌塊　×40　　　　　　　　第七圖　寒天扁亭培養32°C　3日問培養

第三圖闘裂せる薗縣×358　　　　　　第八圖寒夫斜面培養
第四圃Ae・i・l　hyphae×12　　　　　　第九圃馬鈴薯培養32°U　5日ll．｝’」培養
第五圃Aerial　hypliae，　Conidiaに分裂す，×397　第十圓B菌による絹綜の崩潰、32°C

　　　　　　　　　　　　　　　　　7日間作用X　ti8・


